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政策課題討議 

 

課 題 紙 

 

注 意 事 項 

 

１．政策課題討議試験は、第一部と第二部に分かれています。第一部は課題に対す

る意見をまとめ、個別発表及び討議用のレジュメを作成し、第二部は作成された

レジュメを基に個別発表及び討議を行います。 

２．課題は１題、レジュメ作成時間は正味２５分間です。 

３．レジュメの作成について 

（ア）レジュメ作成用紙は１枚（片面）です。裏面は使用しないでください。 

（イ）レジュメはコピーを取って、グループ内の各メンバー及び各試験官に配付し

ますので、レジュメ作成用紙の枠内に濃くはっきりと内容が分かるように書いて

ください。 

（ウ）分かりやすく簡潔に作成してください。形式は自由です。箇条書きであって

も、図や表を用いても構いません。 

４．この課題用紙は、本試験種目終了後に回収します。 

５．下欄に受験番号等を記入してください。 

 

 

受 験 番 号 

 

 

 

氏     名 

 

 

 

 

指示があるまで中を開いてはいけません。 

  



 

エコフィードとは、食品残さや農場残さを利用して製造された家畜用飼料のことである。

食品残さには、食品製造業から排出される食品製造副産物や食品卸売・小売業、外食産業か

ら排出される売れ残った食品、調理残さが含まれる。エコフィードの活用は、飼料コストの

削減や家畜の生産性・畜産物の品質の向上など、畜産業側のメリットに限らず、廃棄物処理

費の削減や SDGs（持続可能な開発目標）の推進など、食品産業側にとってもメリットがあ

る。 

一方、アフリカ豚熱（以下「ASF」という。）、豚熱(CSF)等の豚の家畜伝染病対策のため、

食品残さの飼料利用に当たっては、加熱処理等が必要な食品残さとそれ以外とを適切に分

別し、加熱処理等が必要な食品残さについては適正な加熱処理等を行うことが重要である。 

我が国では、加熱処理等を適切に行う体制を構築した上で、食品残さの飼料利用を認めて

いるが、EU においては、一部の例外を除いて、食品残さの飼料利用が禁止されており、韓

国においても、同国内における ASFの発生に伴って、全面禁止とされている。 

こうした「畜産業における食品残さの飼料利用」について、以下の A 又は B という意見

があるとしたとき、あなたの意見に近いものを選んだ上で、選んだ理由などを整理し、個別

発表及び討議用のレジュメを作成しなさい。 

 

意見 A ： 食品残さの飼料利用は禁止すべきである。 

 

意見 B ： 食品残さの飼料利用を推進すべきである。 

 

なお、レジュメ作成、個別発表、グループ討議に当たり、参考資料を参考にしつつも、こ

れらの資料にとらわれることなく、自由に論じなさい。 

その後、レジュメを基に、一定の方向を目指してグループで討議しなさい。その際、意見

Aに関しては、食品残さの再生利用に当たっては、食品残さが有する豊富な栄養価を最も有

効に活用できる方法として、飼料化が最優先との考えがあることについて、意見 B に関し

ては、ASF には有効なワクチンや治療法がなく、近年、アジア地域で急速に発生が拡大し、

我が国への侵入リスクが最大限に高まっていることについても論じなさい。 
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Article 15.1.22.
Procedures for the inactivation of ASFV in swill
For the inactivation of ASFV in swill, one of the following procedures should be used:

1. the swill is maintained at a temperature of at least 90 C for at least 60 minutes, with continuous stirring; or

2. the swill is maintained at a temperature of at least 121 C for at least 10 minutes at an absolute pressure of 3 bar; or

3. the swill is subjected to an equivalent treatment that has been demonstrated to inactivate ASFV.


